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項目 レベル２における対応事項等 12/13時点ガイドラインからの変更・ 追加点

P1

１

（1）

①

基本的な感染

症対策の実施

について

・生徒に風邪の症状があり、普段と体調が少しでも異なる場合及び同居の家族に

同様の症状がみられる場合も、登校せず自宅で休養させること。そのために、生

徒のみならず、同居家族についても毎日の健康状態を確認できるよう、家族への

理解と協力を求めること。

・家庭と連携し、登校前の毎朝の検温、体温の記録及び風邪症状の確認を徹底

すること。

・登校前に確認できなかった生徒については、できる限り校舎に入る前に検温及

び風邪症状の確認をすること。

（衛生管理マニュアル P22）（R3.8.20 事務連絡 P3）

・生徒のみではなく、同居家族も含むよう変更

・登校前の確認を徹底するよう追記

・登校前に確認できなかった生徒について「教室に入る

前の保健室等での確認」を「できる限り校舎に入る前に

確認」に変更

P2

１

（2）

授業等教育活

動を行うにあた

っての注意事項

について

・マスクの着用方法によっては飛沫の捕集効果に違いが生じることから、正しい方

法で着用すること。

・一般的なマスクでは、不織布マスクが最も高い効果を持ち、次に布マスク、その

次にウレタンマスクの順に効果があることを、保護者に適宜情報提供すること。あ

わせて、着用するマスクの種類によって偏見や差別が生じないよう留意すること。

（衛生管理マニュアル P42）（R3.8.20 事務連絡 P4）

・学校内外の普段の生活において自ら感染症対策を意識し、感染リスクが高い活

動を控えるなど適切に行動するよう指導すること。

（衛生管理マニュアル P6）（R3.8.20 事務連絡 P4）

・左記事項を追加

・保護者への情報提供や、偏見や差別が生じないよう留

意することを追記

P4

１

（3）

清掃時間や休

憩時間等におけ

る注意事項につ

いて

・トイレ休憩については混雑しないよう動線を示して実施すること。また廊下で滞

留しないよう、私語を慎むなどの指導を工夫すること。

（衛生管理マニュアル P57）

・左記事項を追加
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P7

3

(3)

実技指導や実

習等を伴う教科

の指導について

次のような学習活動については、適切な感染症対策を講じた上、飛沫が飛ぶこと

を防ぐ、長時間の密集状態を避けるなどの点を徹底した上で実施すること。

なお、（★）を付した活動は特に感染リスクが高いことから、実施について慎重に

検討すること。

・各教科共通で、長時間活動するグループ学習や身体接触を伴う活動（★）

・理科における生徒同士が近距離で活動する実験や観察

・音楽科における室内で生徒が近距離で行う合唱及びリコーダーや鍵盤ハーモ

ニカ等の管楽器演奏（★）

・美術、工芸における生徒同士が近距離で活動する共同制作等の表現や鑑賞の

活動

・家庭科における生徒同士が近距離で活動する調理実習（★）

・保健体育における生徒が密集する運動や近距離で組み合ったり接触したりする

運動（★）

（衛生管理マニュアル P50-52）（R3.8.20 事務連絡 P5）

・なお書きを追加

・各課共通、理科、美術、家庭科、保健体育の項目や

（★）を追加

P7

3

(4)

体育の授業での

実技について

体育の授業は、可能な限り感染症対策を行った上で、感染リスクの低い活動を行

うこととするが、次の事項に留意の上、適切に実施すること。

なお、相当の期間において感染者が確認されていない地域にあっては、可能な

限り感染症対策を行った上で通常の活動を行ってもよい。また、直近の一週間に

おいて感染者が確認されている地域にあっては、より慎重に判断すること。

・「生徒が密集する運動」や「近距離で組み合ったり接触したりする運動」について

は、特に感染リスクが高いことから、実施について慎重に検討すること。

（衛生管理マニュアル P51-52）（R3.8.20 事務連絡 P5）

・「通常の学習活動」を「感染リスクの低い活動」へ変更

・なお書き以降を追加

・「可能な限り感染症対策を行った上で実施を検討」を

「特に感染リスクが高いことから実施について慎重に検

討」へ変更

P9

4

学校行事の実

施について

地域の感染状況等を踏まえ、感染症対策の確実な実施や保護者などの理解・協

力を前提に、実施に向けて検討を行うこと。その実施に当たっては、開催する時

期、場所や時間、開催方法等について十分配慮すること。（R3.8.20事務連絡P6）

・左記事項を追加
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P10

5

部活動について ・顧問の教師や部活動指導員に委ねるのではなく、学校の管理職や設置者が顧

問等から活動計画書等を提出させ、内容を確認して実施の可否を判断するなど、

責任を持って一層の感染症対策に取り組むこと。（R3.8.20 事務連絡 P5）

・日常の部活動は、可能な限り感染症対策を行った上で、感染リスクの低い活動

を行うこととするが、次の事項に留意の上、適切に実施すること。

なお、相当の期間において感染者が確認されていない地域にあっては、可能な

限り感染症対策を行った上で通常の活動を行ってもよい。また、直近の一週間に

おいて感染者が確認されている地域にあっては、より慎重に判断すること。

・「生徒が密集する運動」や「近距離で組み合ったり接触したりする運動」、「向か

い合って発声したりする活動」については、特に感染リスクが高いことから、実施に

ついて慎重に検討すること。

（衛生管理マニュアル P53）

・その他、令和４年１月１２日付け島教保第３０４号「部活動における新型コロナウイ

ルス感染症対策について（通知）」に示した内容も踏まえ検討すること。

・左記事項を追加

・「通常の活動」を「感染リスクの低い活動」へ変更

・なお書き以降を追加

・「可能な限り感染症対策を行った上で実施を検討」を

「特に感染リスクが高いことから実施について慎重に検

討」へ変更

「向かい合って発声したりする活動」を追加

・最新の通知を明示

P14

8

(1)

生徒の出欠の

取扱いについて

同居の家族に発熱等の風邪の症状が見られる場合も登校を控えるようにし、出席

停止として取り扱うこと。（衛生管理マニュアルP47）

・左記事項を追加
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P16

9

教職員の感染

症対策につい

て

・風邪症状があり、普段と体調が少しでも異なる場合には、自宅での休養を徹底

すること。同居の家族に同様の症状が見られる場合も出勤を控えるようにするこ

と。（衛生管理マニュアル P48）（R3.8.20 事務連絡 P3,6）

・既にワクチンを接種した教職員においても、３密の回避、マスクの着用、手洗い

等の基本的な感染症対策の徹底を継続すること。（R3.8.20 事務連絡 P4）

・教職員が急遽出勤できなくなる可能性も想定し、業務の内容や進捗等の情報共

有を日頃から行うこと。（R3.8.20 事務連絡 P7）

・教職員の食事の場面では、飛沫を飛ばさないような席の配置とし、原則として会

話を控え、食事後の歓談時にはマスクを着用する。（R3.8.20 事務連絡 P7）

・出張については、県教育委員会から通知する最新の「新型コロナウイルス感染

症にかかる県民への依頼内容の周知徹底及び教職員の出張等の取扱いについ

て」に基づいて対応すること。

・同居の家族について追加

・左記事項を追加

・県外出張の取扱いを変更

※表中の「 衛生管理マニュアル」 は、文部科学省「 学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」 2021.11.22Ver.7

「 R3.8.20事務連絡」は、令和3年8月20日付け文部科学省初等中等教育局健康教育・ 食育課事務連絡「 小学校、中学校及び高等学校等における新学期に向けた新型コロナウイル

ス感染症対策の徹底等について」 を示している


